
設計業務等標準積算基準の改定について

～令和７年１０月１日改定～

福島県土木部技術管理課

資料土-２



主な改定内容

２ 測量

⑴ 諸経費、機械経費等の変更

３ 地質調査

⑴ 標準貫⼊試験の⽇当たり作業量の変更
⑵ 軟弱地盤技術解析業務歩掛の変更

４ 土木設計

⑴ 橋梁予備・詳細設計歩掛の変更

１ 共通事項

⑴ 電⼦成果物作成費算出⽅法の変更
⑵ 旅費交通費の宿泊料・宿泊⼿当（⾷卓料）の積算⽅法の変更
⑶ 旅費交通費算出に係る通勤可能な⽬安を変更
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１ 共通事項
■ 電子成果物作成費算出方法の変更

現⾏では、電⼦成果物作成費の対象額に打合せ協議を除く旅費や中間技術審査に係る直接⼈件費を含めな
い運⽤としていたが、他県の状況も踏まえ、直接⼈件費全体から電⼦成果物作成費を算出するように改定
なお、積算システムにおいても直接⼈件費から⾃動で電⼦成果物作成費を算出できるように変更
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１ 共通事項

■ 旅費交通費の宿泊料・宿泊手当（食卓料）の積算方法の変更

1-2-2 旅費交通費の率を⽤いた積算
⑵ 旅費交通費の率を⽤いた積算（宿泊・滞在を伴う業務の場合）
２）率を⽤いた場合の宿泊料・⾷卓料の積算等
２）-1 率を⽤いた場合の宿泊料・⾷卓料の積算
１）宿泊料

宿泊料は旅⾏中の宿泊に要する費⽤とし，その額は福島県旅費条例で定める額（宿泊料）と
現に⽀払った額を⽐較し，いずれか少ない額とする。

なお，宿泊料は旅費条例別表第１の区分が知事等以外の職務にある者に記載の⼀夜当たり
の⾦額とする。（福島県旅費条例別表第１の額は消費税込みで記載されているため，税抜き価
格を積み上げるよう注意すること。）

２）⾷卓料
⾷卓料は，宿泊を伴う旅⾏に必要な諸雑費に充てるための費⽤とし，その額は，通常要す

る費⽤の額を勘案して福島県旅費条例で定める額（⾷卓料）とする。（福島県旅費条例別表第
１の額は消費税込みで記載されているため，税抜き価格を積み上げるよう注意すること。）

現⾏では、各業務に対して定められた係数に延べ宿泊⽇数及び滞在⽇数を乗じた額を、⽇当・宿泊料
として計上していたが、宿泊料は福島県旅費条例で定める額（宿泊料）と実際に⽀払った額を⽐較し、
いずれか少ない額を計上するように改定。また、⾷卓料については、福島県旅費条例で定める額を計上
するよう改定。
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１ 共通事項

■ 旅費交通費算出に係る通勤可能な目安を変更

現⾏では、積算上の基地から現地までの⽚道距離が６０km未満（⾼速道路等を利⽤する場合は⽚道距
離１２０km未満）の場合通勤可能と判断していたが、旅⾏速度に合わせ、３０km未満（⾼速道路等を
利⽤する場合は⽚道距離６０km未満）へ改定。

1-2-2 旅費交通費の率を⽤いた積算
⑴ 旅費交通費の率を⽤いた積算（宿泊・滞在を伴わない業務の場合）
積算上の基地から現地までの⽚道距離が30㎞未満（⾼速道路等を利⽤する場合は⽚道距離60㎞未満）

または，現地での作業が１⽇のみ，または，滞在より⾼速道路等の利⽤により通勤で業務を⾏った⽅が
経済的であり実態に合致する場合
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１ 共通事項



50万円以下 50万円超え1億円以下 1億円超え

91.2% 371.23×（直接測量費）＾-0.107 51.7%

50万円以下 50万円超え1億円以下 1億円超え

95.8% 288.50×（直接測量費）＾-0.084 61.4%

【改定】

○ 実態調査の結果を踏まえ、測量業務の諸経費率を改定
（機械経費等の詳細は国新旧対照表を参照）

改定イメージ

直接測量費（円）

諸経費率（％）

1億円50万円

予定価格3千万円の業務では、
予定価格 約1.5百万円増（約5%増）

【現⾏】
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２ 測量

■ 諸経費、機械経費等の変更



■ 標準貫入試験の日当たり作業量の変更
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３ 地質調査

 調査の結果を踏まえ、⽇当たり作業量が増加



 歩掛実態調査の結果を踏まえ、軟弱地盤技術解析業務の歩掛を改定

■ 軟弱地盤技術解析業務歩掛の変更

職種 直接人件費

工種（細別） 単位 主任技術者 技師長 主任技師 技師（A） 技師（B） 技師（C） 技術員

解析計画 人／業務
1.5 1.5 2.0 1.0 0.5 0.5
1.1 1.6 2.1 1.3 0.7 0.8

現地踏査 人／業務
2.0 1.5 1.5 1.0 1.0
1.9 1.8 1.6 0.8

現
況
地
盤
解
析

地盤破壊 円弧すべり 人／断面
1.0 1.5 2.0 2.5 2.0
1.4 2.1 2.7 3.4 2.7

地盤変形 簡便法 人／断面
1.0 1.5 1.0 0.5 2.0
1.4 2.1 1.3 0.7 2.7

地盤圧密 一次元解析 人／断面
1.0 1.5 2.0 1.5 2.0
1.4 2.1 2.7 2.1 2.6

地盤液状化 簡便法 人／断面
1.0 2.0 1.5 1.0 2.5
1.4 2.7 2.1 1.4 3.3

検討対策工法の選定 人／業務
1.0 2.0 2.0 2.0 1.0 1.5
0.9 1.9 2.5 2.1 0.7 1.6

対
策
後
地
盤
解
析

地盤破壊 円弧すべり 人／断面
1.5 1.5 2.0 2.5 2.5
1.9 1.9 2.5 3.0 3.0

地盤変形 簡便法 人／断面
1.5 1.5 1.5 1.0 2.5
1.9 1.9 1.8 1.3 3.0

地盤圧密 一次元解析 人／断面
1.5 1.5 1.5 2.0 1.5
1.9 1.9 1.8 2.5 1.8

地盤液状化 簡便法 人／断面
1.5 2.5 1.5 1.5 2.5
1.9 3.1 1.9 1.8 3.0

最適工法の決定 人／業務
1.0 2.0 1.5 1.0 1.0 1.0
0.8 1.8 1.8 1.3 1.2 0.9

照査 人／業務
1.5 1.5 1.0 1.0
1.3 1.7 1.4 0.7

上段が現⾏歩掛、下段が改定歩掛
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３ 地質調査



直接人件費

主任技術者 技師長 主任技師 技師（A） 技師（B） 技師（C） 技術員

現地踏査
1.3 1.6 1.8 0.9
1.6 1.6 1.6 0.8

 歩掛実態調査の結果を踏まえ、橋梁予備設計の歩掛を改定
■ 橋梁予備・詳細設計歩掛の変更

（1橋当り）職種

区分

職種

区分

上段が現⾏歩掛、下段が改定歩掛

直接人件費

主任技術者 技師長 主任技師 技師（A） 技師（B） 技師（C） 技術員

設計計画
2.0 2.1 4.4 6.2 4.9
2.3 2.4 4.8 7.2 4.6

設計計算
3.4 4.6 7.6 6.4
3.6 4.8 7.2 6.9

設計図
4.8 5.2 6.1
5.0 5.7 6.5

概算工事費算出
1.7 4.7 5.8 5.3
1.9 4.5 6.5 5.1

照査
1.9 2.8 4.2
2.0 2.8 4.4

報告書作成
1.5 2.2 1.6 1.3
1.6 2.4 2.0 1.4

（1橋当り）

（1業務当り）
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４ 土木設計



 歩掛実態調査の結果を踏まえ、橋梁詳細設計の歩掛を改定

直接人件費

主任技術者 技師長 主任技師 技師（A） 技師（B） 技師（C） 技術員

座標計算
0.8 1.7 2.0
0.9 1.9 2.3

施工計画
3.0 4.1 4.5
3.4 5.3 6.5

動的照査
3.2 7.2 9.1 9.6
4.0 8.3 11.7 11.5

（1橋当り）職種

区分

上段が現⾏歩掛、下段が改定歩掛
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４ 土木設計
■ 橋梁予備・詳細設計歩掛の変更



（参考）国新旧対照表


